
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉澤 正宣（会長） 池上徳持北町会 会長 

小林 彰（副会長） 元 PTA会長 大森四中元 PTA会長 

尾形 威 堤方南自治会 副会長 

望月 正芳 堤方西町会 役員 

吉川 郁 池上本町会 役員 

細野 一夫 民生児童委員  

八代 道子 青少年対策池上地区委員会 委員 

林 洋一 池上特別出張所長  

佐瀬 優子 大学教育技術嘱託員 

森口 紀一郎 前 PTA会長 

鈴木 宏彰 現 PTA会長 

前川 育世 学校地域協働本部コーディネーター 

佐藤 亜紀 学校地域協働本部コーディネーター 

平林 里美 校長 

【第２号】 

令和７年 12月 

大田区立池上小学校 学校運営協議会だより 

🌸 池上小学校 学校運営協議会委員（敬称略）
🌸 

学校運営協議会 会長 吉澤 正宣 

池上小学校は、令和６年５月に「地域と共にある学校」を目指しコミュニティ・スクールとなり、「学校運営協議

会」が設置されました。今年度で２年目を迎えております。 

池上小学校の通学地域には、５つの町会があります。そうした環境において、地域の５つの町会の皆様のご協

力をいただき、池上小の子どもたちの登下校時の見守りを行うことにしました。児童の皆さんの通学路に面した商

店の皆様には、下校時に子どもたちに「おかえりなさい」「家まで気をつけて帰ってね」といった声かけをお願いし

ているところです。こうしたことがきっかけとなり、学校、地域、保護者が「チーム池上」となることを願っております。

将来に無限の可能性を秘めた小学生の皆さんの教育のお手伝いをできることを誇りに思い進めていく所存で

す。                       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会 

学校の教育活動に地域の意見を生かすための仕組み

で、コミュニティ・スクールの中心となる組織です。保護者

代表や地域団体、自治会、民生・児童委員、学識経験者

などで構成されています。協議会では、教育目標、年間

計画、学習環境、児童の安全対策について、意見の交換

を行い、学校長と方針を共有しています。多様な立場の

委員が参画し、学校と地域が同じ方向をむいて進むため

の協議の場になっています。 

 

池上小学校の学区域は、5つの町会（池上徳持北
町会、池上本町会、堤方北町会、堤方西町会、堤方南
自治会）にまたがっており、こどもたちはこれらの町会
の方達に支えていただいています 

コミュニティ・スクール（CS とは） 

  コミュニティ・スクールは、学校と地域が協力しながら、こどもたちの学びと成長を支えていく仕組みです。少子

化や家庭・地域の変化など、学校を取り巻く環境が大きく変わる今、地域の力や知恵を学校運営に生かしていく

ことが全国的に求められています。学校が地域に開かれ、地域とともに育てる「共育」の考え方が CS の基本で

す。CSは、「学校運営協議会」と「学校地域協働本部」の二本立てで成り立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校地域協働本部 

今までの学校地域支援本部で、池上小学校では、『池

上っ子応援団』という名称で活動しています。行事の支

援、学習ボランティアなど、地域の人材と力を学校教育

に生かすための活動をまとめる組織です。登録してくださ

っているボランティアの皆さんと共に、学校や児童のサポ

ートになる活動を行っています。 

これからも地域の支えを学校につなぐ「実働の役割」

を担い、こどもたちの安心・安全な学びを支えます。 

 



【各委員からの報告事項】 

〈見守り活動をはじめました〉          （吉澤会長） 

  今回、学校運営協議会で話し合い、見守りのワッペン

を作ることとしました。5 町会の皆様、池上小学校の教

職員、学校運営協議会の委員が協力して、普段からワ

ッペンをつけて、池上小学校のこどもたちを見守る目を

増やしています。学校運営協議会では、こどもたちが安

心して生活することができる地域環境になるための話し

合いを行っています。 

〈夏休みわくわくサマースクールの報告〉 （前川委員） 

池上っ子応援団では、7月22日（火）から 8月1日

（金）の平日 9日間にわたり、わくわくサマースクールを

実施しました。今年は、51講座が開講されました。 

〇参加児童数：363名（一人平均 3.5講座）のべ 1220名 

〇講座開講に関わってくださった方 

・講師およびスタッフ：のべ３10名 

・サポートボランティア：のべ約 100名 

  ・運営事務局ボランティア：7名 

・その他 先生方、こどもひろばの先生方、 

運営協議会委員など 

開講講座には、去年から継続して開講してくださった

開講者に加え、新規開講の 8団体が加わり、とてもバラ

エティに富んだ充実した講座のラインナップになりまし

た。参加するこどもたちは、お気に入り講座のリピーター

となっているこどももいて、講師の先生との再会をともに

喜ぶ姿もありました。アンケートのからも、それぞれに楽

しく、また充実した時間を過ごし、夏休みにしかできない

経験となったことが伝わってきました。 

風船で弓矢を作ろう        簡単カルトナージュ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カヌー体験             折り紙建築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※活動の詳細は学校 HPに掲載しています。 

 

 

 

〈池小フェスタの報告〉               （鈴木委員） 

池上小学校 PTAでは、9月 27日（土）、『池小フェ

スタ』にて、地域の商店やお寺などを周るクイズラリーを

開催しました。 

当日は本校の児童から保護者まで総勢 700名近い

方々が参加され、先生方や地域の方々にも、見守りとし

て子どもたちと一緒にコースを周っていただきました。ピ

ロティ―ではクラブ活動にまつわるクイズも出題され、イ

ベントを通じて子どもたちが地域・クラブともに興味をも

つ良い機会になったように思います。 

高学年のボランティアさんも大活躍で、特に6年生は

景品のトートバッグ用にイラストの考案から印刷まで担

当してくださり、どれも甲乙つけがたい可愛いデザイン

で参加者からも大変好評でした。ご多用の中、ご協力

いただいた皆様へ心より御礼申し上げます。 

 

〈防災活動拠点訓練の報告〉           (尾形委員) 

  池上小学校を避難所とする三町会では、10 月２６日

（日）に、防災活動拠点訓練を合同で行いました。雨の

影響で参加者は少なかったものの、参加者が町会ごと

に多くのブースを順番に回り、どの場面でも真剣な表情

で説明を聞き、積極的に体験に取り組む姿が見られま

した。 

  給食・物資のブースでは、レトルト食品などのサンプ

ルを手に取りながら、災害時の扱い方をわかりやすく説

明しました。参加者は実物を手に取りながら熱心に聞き

入っていました。応急給水船や AED、簡易トイレ、車いす、

段ボールベッド、煙体験などでも一つひとつの説明にう

なずき、積極的に挑戦する姿が印象的でした。体験後

は「実際にやってみると全然違う」と感想が聞かれるな

ど、生き生きとした学びに満ちた訓練になりました。 

  来年も池上小学校拠点防災訓練を実施します。地域

の安全を守るためには、一人ひとりの知識と体験が大

きな力になります。多くの皆様の参加を心よりお待ちし

ております。 


